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概要  

神奈川県鎌倉市の由比ヶ浜の砂には多様な生物遺骸が含まれる。これらを顕微鏡で観察

して種類を調べ、どのようにして砂に含まれるようになったか推理した。その結果、これ

らの生物遺骸は死後運ばれたのではなく、ここで生息していたものであることがわかった。 

 

はじめに  

 神奈川県鎌倉市に広がる由比ヶ浜の砂には、多様な生物の遺骸が含まれる。これらを顕

微鏡で観察して種類を調べ、どのようにして砂に含まれるようになったか推理した。 
   

方法  

採取した砂を少量シャーレに入れ、実体顕微鏡で観察した。そして図鑑で種類を判断し、

分類を行った。 
 

場所  

 
図１ 鎌倉市由比ヶ浜の位置 

結果  

 次ページのような生物の殻が見られた。図２～５は同縮尺（1mm 前後）、図６～１０は

同縮尺（0.5mm 前後）にしてある。 
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図２ 二枚貝           図３巻貝 

  
図４ ブンブクの針      図５ウニ類の針と海鮮の骨針  

  

図６ 有孔虫と海線の骨針       図７有孔虫  

   

図８ 巻貝     図９ 貝ミジンコ     図１０ 海綿の骨針  



考察  

 観察の結果、二枚貝片や巻貝片、ブンプクの針、カイメンの骨針、カイミジンコの殻、

有孔虫殻などが確認された。このうち、ブンプク、カイミジンコ、二枚貝や巻貝などは、

ここ由比ヶ浜から続くような浅い海底の砂中にもぐって生息する生物であり、遠方から移

動してきたのではなくここで生活していた生物の遺骸が堆積していることが推測される。 

 なぜ、由比ヶ浜では他の海岸では見られないほど大量の生物遺骸が含まれるのであろう

か。上記の生物は砂中で生活し、主に砂中の有機物を摂取して生活している。つまり由比

ヶ浜やそこから続く遠浅の海底には、砂中に大量の有機物が存在し、これが貝類をはじめ

とする豊富な生物を養っているのではないだろうか。 

また地形的な要素も原因に挙げられる。由比ヶ浜は小さな湾の奥に存在し、浜から湾内

へは遠浅の海底が続く。そのため波は穏やかで、砂を湾外に持っていく力は弱いと思われ

る。ここで生活して死んだ生物の遺骸は、遠くへ流出せずに湾内に留まり続けるのではな

いだろうか。 

 このことは、生物の殻以外の砂粒の起源についても当てはまるのではないだろうか。す

なわち、由比ヶ浜の砂粒を構成する鉱物粒子や岩石片も、もともとここにあった砂粒とい

うことができる。 

 

まとめ  

由比ヶ浜の砂に含まれる生物遺骸は、生物の死後ここに運ばれたのではなく、ここで生

息していたものであることがわかった。このことは、この浜が砂の移動が穏やかな場所で

あることを意味している。 


